
年度

（対象期間： 年8月1日～ 年7月31日）

発行日： 2022年8月30日

2021 環境経営レポート　
2021 2022

　

    山陰造園土木株式会社



 

環境経営方針

組織の概要

事業の紹介（活動）

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価

緊急事態対応訓練

代表者による全体の評価と見直し・指示

これまでの環境活動の紹介

目　　次

　　　　項　　　　目 ページ

あいさつ 1

6～9

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無 10

10

11

11

2

3

3

4

5

5



　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　 1

山に囲まれ、海があり、温泉も湧き出るこの自然の宝庫に包まれた環境の、兵庫県北部にある新

温泉町という小さな町で、昭和42年3月に先代が創業し、平成8年４月 株式会社に法人化し、建設

業・造園業を営んでおります。

わずか数名の会社ですが創業55年になり、これも偏に地域の皆様の御愛顧、御支援のおかげだと

日々感謝しております。

世界中で地球環境の問題が大きな問題となっており、地球温暖化・エコ・省エネ等が課題となって

おります。

今まで弊社を育てて頂いた地域の皆様、自然環境に、私共建設業から発生する環境負荷を低減

するため、従業員一同、何かしら小さな事でも自らできる事から実行し、継続して発展させていきた

い所存でございます。

私たちを育んでくれたくれた自然環境にわずかながらも恩返しをすること、未来の子供たちが住み

よい環境づくりを 今後の課題として積極的に活動したいと思っています。



＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．省エネ活動（電力・自動車燃料）で二酸化炭素排出量の削減に努めます。

　

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

４ ．水使用量の削減に努めます。

５ ．化学物質の適正管理を行います。

　

６ ．環境に配慮した工事に努めます。

　

　 　　

7 ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

8 ．環境経営の継続的改善を実施します。

9 ．この方針は社外に公表すると共に社員全員に周知します。

　 　　

　  環境経営方針

山陰造園土木株式会社は、地球環境の保全と改善に向けての取り組みを、積極
的、継続的に行い、本業である建設工事・造園業を通じ、事業の維持管理・運
営をしっかりしていくことにより、環境にやさしい、より良い企業活動を従業
員一丸となって取り組んでまいります。
又、国際社会の課題である地球温暖化問題に貢献します。

代表取締役社長 西村　一志
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　組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
山陰造園土木株式会社
代表取締役　西村　一志

（２） 所在地
本　　　社 兵庫県美方郡新温泉町飯野395
浜坂営業所 兵庫県美方郡新温泉町古市212-5
資材置場 兵庫県美方郡新温泉町金屋668-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 工事部 山下　好和 TEL：0796-82-5152
担当者 事務部 中村　志保 FAX：0796-82-0955

（４） 事業内容
【特定建設業】土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業、造園工事業

水道施設工事業、解体工事業

【一般建設業】建築工事業、管工事業

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

　　認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 山陰造園土木株式会社

対象事業所： 本　　　社
浜坂営業所
資材置き場

　 　
活動： 土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、造園工事業、解体工事業

建築工事業、管工事業
 

　事業の紹介

  

20,500
本　　　社 浜坂営業所 資材置場 合計

1 10 無人 11
16 42 0 58
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　境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

　　　　要求事項 ７ 実施体制の構築

　　【ガイドライン要求事項】

役　　　職

・環境経営に関する統括責任者
・環境経営方針の策定及び見直し
・環境管理責任者の任命
・運用に必要な人材、設備、費用、時間等経営資源を準備
・全体の取り組み状況の評価、見直しを実施し、必要な指示を環境管理責任者に行う
・環境経営レポートの承認

・実施及び管理を行う
・代表者に代わり、運用に対する責任と必要な権限を持つ
・代表者からの指示事項の伝達
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境活動の取組結果を社長へ報告
・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動実施の計画書の作成
・実績の集計、各種報告書の作成
・文書・記録の管理
・環境関連法規等の取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取まとめ表に基づく遵守評価の実施
・外部からの環境活動に関する苦情、要望など、問い合わせの対応
・環境経営レポートの作成
・EA21中間審査、更新審査の申し込みと環境管理責任者へのその報告

・各部署における環境経営目標、環境経営計画を、全員に周知
・環境目標、環境活動計画の実行指示を行い、推進状況、達成状況を事務局に報告
・各部署の従業員に対する教育訓練の実施
・各部署に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・試行・訓練を実施、記録の作成
・各部署の問題点の是正、予防措置を検討
・各部署に関連する法規制等の遵守
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
　

2022年5月20日

全従業員

環
境
管
理
責
任
者

環
境
事
務
局

代
表
者

（
社
　
長

）

工事部
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　　組織全体で環境経営に取り組むためには，代表者が責任を持ってリーダーシップを発
揮し, 必要十分な実施体制を構築することが必要です。
　本要求事項は，代表者が効果的で必要十分な実施体制を構築し，環境経営システムに
おける役割，責任，権限などを明確することにより，組織的な運用を行うとともに，経営資源
を準備することで，継続的な運用を図ることを目的としています。

事務部

役　割　・　責　任　・　権　限

代表者
（社　　長）

環境管理責任者
（山下　好和）

環境事務局
（中村　志保）

工事部・事務部



　主な環境負荷の実績

kg-CO2

㎏
㎏
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh
※負荷の実績は工事現場を含む

・生活用途暖房　石油ストーブの使用量を含む

　環境経営目標及びその実績

✕

✕

✕
〇

〇

〇

項　目 単位
2019年 2020年 2021年

7月～8月 7月～8月

二酸化炭素総排出量 128,108 132,196

水使用量 0 120 96

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 1,081 1,030

（R2年度　関西電力） 0.000 0.318 0.318

石油ストーブ使用 石油ストーブ使用

　産業廃棄物排出量 119,210 40,490

（基準値) （目標） （実績） （目標） （目標）

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 1,559 1,528 1,559

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2020年 2021年
評
価

2022年 2023年
上段： 通期
下段：

基準年度比 98% 101% 96% 95%
1,497 1,481

111,747
96%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 117,963 115,603 122,417 114,408 113,229
760

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 116,403 114,075 120,858 112,911
基準年度比 98% 104% 97%

一般廃棄物の削減
kg 844 785 746 785

基準年度比 93% 88% 93% 90%
産業廃棄物の削減 kg 119 107 40 95 83

基準年度比 90% 34% 80% 70%

92% 90%
化学物質適正管理

行動目標（次項による）

環境に配慮した工事の
推進

行動目標（次項による）

112水道水の削減 ㎥ 124 118 109 114
基準年度比 2020年 95% 88%
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　環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2020年

2021年

自動車燃料による二酸化炭素削減

 

2020年

2021年

猛暑、地域的に降雪、厳冬、又、コロナウィルス感染防止の為、常
に窓を開け換気していたので、空調温度の設定管理が難しかった
と思います。引き続きコロナウィルス感染防止に取組むと共に、無
駄な電気使用を控えたいと思います。

原単位目標 ✕
・空調温度の適正化 ○
・使用していない箇所の電気の消灯

・PC使用しないときは、電源OFF又は省電力モード ○

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価
達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

○
・昼休憩時間（12：00～13：00）事務所の電気の消灯 ○

数値目標 ×

2月 3月 4月 5月 6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月
435 428 305 305 307 375421 398 378 388 395 764
418 539 422 302 300 355611 390 341 354 390 479

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

8月 9月 10月 11月 12月

数値目標 ✕ 今期は、現場が多々箇所にあった事や、資格取得の為の受講先
の往復で車両が多く必要となった為達成できませんでした。大きな
工事だと軽油使用料が増えますが、受注確保を目標に更なる取組
を強化したいと思います。

・エコドライブなど運転方法の配慮 ○
・空ぶかし、急発進・急停車をしない ○
・アイドリングをしない ○
・タイヤの空気圧など適正な車両管理

825 733 729 701 726 798 821

7月

615 533 686 710 717 801 826 716 703

1月 2月 3月 4月 5月 6月

756 777 760 740 801
6

648 626 723

0

200

400

600

800

1,000

8月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

電力（kWh） 2020年 2021年

0

500

1,000

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

ガソリン（L) 2020年 2021年

啓発ポスター

啓発ポスター



 

2020年

2021年

一般廃棄物の削減

2020年

2021年

2月 3月 4月 5月 6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月
3,366 3,878 2,996 3,944 3,886 4,1061,320 1,245 2,970 3,154 3,224 3,561
3,235 3,966 3,055 2,864 2,966 3,7562,565 2,663 3,215 3,310 3,226 3,780

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇 今期は分別を徹底し、以前焼却破棄していた廃棄物も資源化した

ので、目標達成出来たと思います。今後も必要最低限の破棄に努
めたいと思います。

・分別の徹底 ○
・廃棄物の資源化 ○
・コピーは必要な場合以外は白黒印刷、両
面印刷が基本

○
・不要紙の裏紙を再利用 ○

60 60 64 68 66

8月 9月 10月 11月 12月

68 64 64 64 60

7月
76 68 68 68 72 64 64 72 76

1月 2月 3月 4月 5月 6月

7

76 72 72
56 56

0

2,000

4,000

6,000

8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

軽油（L) 2020年 2021年

0

50

100

一般廃棄物（kg）2020年 2021年

啓発ポスター

低騒音・排出ガス対策車

裏紙BOX

ゴミ分別箱

リサイクル



産業廃棄物の削減

2020年

2021年

水道水の削減

　

2020年

2021年

化学物質管理

達成状況

2.31 15.46 0.00 2.90 0.20

取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇 マニフェストの管理は徹底していました。分別をし、リサイクル可能

なもの、残余資材を再使用できるように心がけたいと思います。・マニフェストの管理を徹底する ○
・リサイクル可能な処理業者を選定する ○

7月
0.00 13.81 0.00 1.38 4.57 3.01 5.47 0.70 3.94

1月 2月 3月 4月 5月 6月8月 9月 10月 11月 12月
3.94 11.93 48.64

0.00 0.78 14.35 1.22 0.67 2.60 0.00

8月 9月 10月 11月 12月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇 目標は達成出来ました。降雨の多い地域なので、雨水を利用する

のは少なからずとも効果あると思います。・節水呼びかけの表示をしている ○

・手洗い時、洗い物においては、日常的に
節水を励行している

○

7月1月 2月 3月 4月 5月 6月
8 8 11

11 12 12 9 9 8 8
13 13 13 11 11 9 9 9 9

・使用量等点検表に記録し管理 ○ 使用時の厳守事項を守り、点検表の記録で管理しました。

8 8 7 7 10

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

8

0

5

10

15

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

水道水（㎥） 2020年 2021年

0.00

20.00

40.00

60.00

8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

産業廃棄物（t） 2020年 2021年

啓発ポスター

農薬使用時の注意書き
農薬使用量の点検簿等



環境に配慮した工事の推進
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達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・環境に配慮した材料等の使用 ○ 現場での余材防止、手直し工事が無い様努めています。又建設機

械は低騒音・排出ガス対策を使用しているので取組は出来ている
と思います。

・建設機械は低騒音・排出ガス対策車を使 ○
・材料の余材防止 ○

ソーラー電光掲示板 ソーラー式警告灯 ソーラー式信号機
太陽光LEDデリネー

ターのカラーコーン

太陽光使用の道路規制器具

仮設防護柵・型枠材に県産木材を使用



　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

　　緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生（会社）
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 通報訓練、消火訓練は手順書通りスムーズに 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 吸着マットを敷き、通報訓練をしました。 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等） 評価

騒音規制法 ・特定建設作業の届出
・地域別騒音基準、振動基準の遵守

〇

振動規制法 ・特定建設作業の届出
・地域別騒音基準、振動基準の順守

〇

廃棄物処理法
・適正処理、保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約
・マニフェストの交付・確認・保存（5年間保存）
・産業廃棄物管理票交付等状況等報告書の提出（毎年6月末まで）

〇

建設リサイクル法 ・（元請業者）発注者への再資源化等完了報告と記録の保存

〇　 ・再生資源、建設工事副産物の再利用コンクリートガラ・アスファルトガラ等）
・再生資源利用計画書、実施記録の作成（クレダス）

消防法 ・火災報知機の設置
・消火器の設置、定期点検
・危険物の適正な取扱い

〇

労働安全衛生法 ・現場における労働者の安全と健康を確保
・健康診断の実施

〇

オフロード法
・排出ガス基準に適合した機械の使用（バックホウ・トラクターショベル・発動発電機等） 〇

フロン排出抑制法
・事務所エアコン、重機エアコン 〇

　　　　できました。実際に火災が起きた時、慌てないよう訓練は必要だと思います。

平成34年7月20日 現場
現場作業員3名

・流出事故対応、通報訓練

　　　　手順良く出来たと思います。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

平成34年7月11日 浜坂営業所
浜坂営業所　全従業員

・通報訓練、消火訓練
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火災発生 119番通報 消火器で消火

吸着マットを敷

重機から燃料油漏れを発



　代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり 　
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直す

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

　これまでの環境活動の紹介
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2022年8月27日

　目標数値をたて、それを達成することはもちろん大切なことですが、数値にとらわれず、環
境理念にあるように、取り組みを積極的、継続的に行うことが一番大事だと思っております。
全社員に環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を熟知させる事が根本で、全社員
の協力がなければ出来る事ではありませんので、全社員一丸となってエコアクション21を通
じ環境問題に取り組んでいく所存です。
　活動計画の取り組みとしては電力・自動車燃料による二酸化炭素が削減出来ませんでし
た。
電力についてはコロナ感染予防の一つである換気の為、温度管理が出来なかった事もあ
り、自動車燃料については、どうしても受注工事の内容に左右されてしまいます。
コロナ感染を防止すると共に無駄な電気を削減し、又、工事受注を確保しながらも削減でき
るよう取り組んでいきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　西村　一志

低騒音・排出ガス対策型重機の使用

奉仕活動（除草）

学校主催の資源回収


